
団
�磨

と
大
牟
田
石
炭
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
構
想

由
井
常
彦

は
じ
め
に

本
年
二
月
、
三
井
金
属
鉱
業
株
式
会
社
（
以
下
三
井
金
属
と
す
る
）
が
、
「
大
牟
田
亜
鉛
製

�所
操
業
か
ら
一
〇
〇
年
」
記
念
の
会
を
開

催
す
る
に
さ
い
し
、
筆
者
は
お
招
き
を
う
け
て
講
演
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
大
牟
田
で
の
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形

成
と
い
う
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
サ
ー
ベ
イ
し
た
と
こ
ろ
、
団

�磨
の
構
想
に
あ
ら
た
め
て
感
動
し
、
こ
の
小
論
を
認
め
る
こ
と
に
し
た
。

大
牟
田
で
の
亜
鉛
製

�の
開
始

周
知
の
通
り
、
三
井
金
属
は
、
第
二
次
大
戦
後
、
過
度
経
済
力
集
中
排
除
法
の
適
用
を
受
け
て
、
三
井
鉱
山
か
ら
分
離
し
て
設
立
さ
れ
た

会
社
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
三
池
で
の
亜
鉛
製

�開
始
は
、
三
井
鉱
山
時
代
の
出
来
事
で
、
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
構
想
は
明
治
末
年
に
さ
か

の
ぼ
る
。

団�磨と大牟田石炭コンビナートの構想（由井）
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三
井
鉱
山
に
よ
る
亜
鉛
製

�は
、
同
社
が
神
岡
鉱
山
を
所
有
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
岐
阜
県
の
諸
鉱
山
が
、
紆
余
曲
折
を
へ
て
三

井
の
手
に
入
り
、
明
治
一
九
年
（
一
八
八
六
）
に
神
岡
鉱
山
と
し
て
統
一
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
神
岡
鉱
山
は
三
井
鉱
山
の
所
管
と
な
り
、
銀

鉱
石
と
と
も
に
亜
鉛
鉱
石
が
採
掘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
二
〇
世
紀
初
頭
の
日
本
に
は
、
国
内
で
亜
鉛
を
製

�す
る
技
術
は

な
か
っ
た
た
め
、
当
時
の
神
岡
の
亜
鉛
鉱
は
、
鉱
石
の
ま
ま
に
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
な
ど
に
輸
出
さ
れ
、
製
品
の
亜
鉛
が
輸
入
さ
れ
る

と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
三
井
鉱
山
が
、
神
岡
の
亜
鉛
鉱
石
を
用
い
て
、
自
ら
の
手
で
製

�を
し
た
い
と
考
え
る
こ
と
に
な

る
の
は
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
三
井
鉱
山
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
団

�磨
は
、
三
池
炭
鉱
の
開
発
・
販
売
が
軌
道
に
の
る
と
、
東
京
帝
国

大
学
の
末
広
忠
介
教
授
を
顧
問
と
し
て
、
亜
鉛
製

�の
調
査
研
究
と
そ
の
事
業
化
の
検
討
を
始
め
て
い
る
。
明
治
四
三
年
（
一
九
一
〇
）
に

団
は
、
神
岡
鉱
山
の
西
村
小
次
郎
（
の
ち
三
池
製

�所
初
代
所
長
）
を
欧
州
に
派
遣
し
、
亜
鉛
製

�の
実
状
な
ら
び
に
技
術
導
入
の
可
能
性

を
調
査
さ
せ
た
。

こ
の
年
た
ま
た
ま
、
団
は
、
三
井
北
家
（
総
領
家
）
の
当
主
で
あ
り
三
井
合
名
会
社
社
長
で
あ
る
男
爵
・
三
井
八
郎
右
衛
門
高
棟
の
欧
米

視
察
旅
行
に
随
行
し
、
そ
の
途
上
、
五
月
末
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
西
村
と
落
ち
合
っ
て
、
調
査
報
告
を
聞
き
、
指
示
を
与
え
て
い
る
。
こ
れ

に
た
い
し
西
村
は
、
翌
明
治
四
四
年
の
春
ま
で
欧
州
に
滞
在
し
、
調
査
を
続
け
た
結
果
、
ド
イ
ツ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
社
の
「
シ
ュ
ミ
ッ
ト
・
ウ

ン
ト
・
デ
ス
グ
ラ
ッ
ツ
式
水
平
蒸
留
炉
」
が
最
適
と
考
え
、
同
社
の
特
許
使
用
契
約
草
案
を
得
て
帰
国
し
、
同
年
一
〇
月
に
三
井
鉱
山
は
、

シ
ュ
ミ
ッ
ト
社
と
の
間
で
特
許
使
用
契
約
を
結
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
三
井
鉱
山
は
、
こ
の
契
約
に
基
づ
く
水
平
蒸
留
炉
を
、
大
牟
田
に
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
明
治
四
五
年
三
月
に
着
工
し
、
大

正
二
年
に
神
岡
鉱
山
付
属
の
「
大
牟
田
亜
鉛
製

�所
」
が
完
成
を
み
た
。
同
年
八
月
に
は
亜
鉛
地
金
産
出
に
成
功
し
、
今
か
ら
約
一
〇
〇
年

前
の
大
正
三
年
一
月
、
正
式
に
操
業
が
開
始
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
水
平
蒸
留
炉
が
次
々
と

増
設
さ
れ
、
大
牟
田
で
の
亜
鉛
事
業
は
急
速
な

拡

大
を

遂
げ
て
行
く
。
亜
鉛
精
鉱

焙
焼
の
た
め
の
焼
鉱
硫

酸
工
場
が
建
設
さ
れ
、
当
初
神
岡
で
行
わ
れ
て
い
た

焙
焼
は
、
大
正
八
年
ま
で
に
は
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す
べ
て
大
牟
田
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
に
は
、
亜
鉛
板
製
造
の
た
め
圧
延
工
場
が
建
設
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
輸
入
に
頼
っ
て
い
た

亜
鉛
板
の
製
造
・
供
給
が
開
始
さ
れ
た
。
時
代
が
下
っ
て
、
昭
和
一
一
年
に
は
、
高
純
度
亜
鉛
の
需
要
に
応
え
る
た
め
に
、
電
気
製

�工
場

が
建
設
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
大
正
七
年
八
月
に
は
、
当
初
の
神
岡
鉱
山
「
大
牟
田
亜
鉛
製

�所
」
は
、
「
三
池
製

�所
」
に
改
称
さ
れ
、

三
井
鉱
山
の
一
事
業
所
と
し
て
独
立
し
て
い
る
。

大
牟
田
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
誕
生

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
三
池
製

�所
が
、
単
独
の
亜
鉛
工
場
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
焼
鉱
硫
酸
工
場
で
は
、
亜

鉛
精
鉱
を
焙
焼
す
る
際
に
発
生
す
る
ガ
ス
を
利
用
し
て
硫
酸
を
製
造
し
、
三
池
の
焦
煤
工
場
や
電
気
化
学
工
業
へ
硫
安
製
造
の
原
料
と
し
て

供
給
し
た
。
一
方
、
三
池
製

�所
で
使
わ
れ
る
コ
ー
ク
ス
は
、
三
池
の
焦
煤
工
場
か
ら
供
給
さ
れ
た
。
三
池
製

�所
は
、
三
池
炭
鉱
を
中
心

と
し
て
形
成
さ
れ
た
大
牟
田
の
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
の
で
あ
る
（
次
頁
の
図
を
参
照
の
こ
と
）。

大
牟
田
で
の
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
は
、
三
池
炭
鉱
で
の
コ
ー
ク
ス
製
造
副
産
物
の
回
収
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。
明
治
四
五
年
、
大
牟
田

の
三
池
炭
鉱
付
属
の
焦
煤
工
場
で
最
新
鋭
の
コ
ッ
パ
ー
ス
式
コ
ー
ク
ス
炉
が
建
設
さ
れ
、
同
時
に
、
タ
ー
ル
蒸
留
工
場
、
ガ
ス
工
場
、
硫
安

工
場
な
ど
の
副
産
物
回
収
工
場
が
順
次
操
業
を
開
始
し
た
。
ま
た
コ
ー
ク
ス
製
造
に
と
も
な
う
副
産
物
の
回
収
を
基
礎
に
、
三
井
鉱
山
は
合

成
染
料
の
研
究
開
発
に
乗
り
出
し
、
大
正
三
年
に
ア
ン
ト
ラ
セ
ン
工
場
が
焦
煤
工
場
内
で
操
業
を
開
始
し
、
そ
の
二
年
後
、
国
産
化
さ
れ
た

最
初
の
合
成
染
料
が
市
場
に
送
り
出
さ
れ
た
。
三
池
染
料
工
業
所
（
焦
煤
工
場
が
昇
格
）
は
、
大
正
一
五
年
（
一
九
二
六
）
、
当
時
輸
入
が

急
増
し
て
い
た
イ
ン
ジ
ゴ
の
工
業
化
に
成
功
し
た
。
イ
ン
ジ
ゴ
の
成
功
を
追
い
風
に
し
て
、
三
井
鉱
山
は
ア
ン
モ
ニ
ア
合
成
・
硫
安
事
業
へ

の
進
出
を
本
格
化
さ
せ
て
い
く
。
昭
和
六
年
に
三
池
窒
素
工
業
が
、
そ
の
二
年
後
に
東
洋
高
圧
工
業
が
同
じ
く
大
牟
田
で
設
立
さ
れ
た
。
こ

団�磨と大牟田石炭コンビナートの構想（由井）
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う
し
て
三
井
鉱
山
の
事
業
所
で
あ
る
三
池
染
料
工
業
所
と
三
池
製

�所
、
関
係
会
社
の
電
気
化
学
工
業
、
三
池
窒
素
、
東
洋
高
圧
が
、
技

術
的
な
関
連
性
を
持
ち
な
が
ら
、
相
互
に
原
料
や
中
間
製
品
を
供
給
す
る
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
が
全
面
的
に
確
立
し
た
。

石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
具
体
的
立
案
と
実
現
に
は
、
牧
田
環
の
果
た
し
た
役
割
が
大
き
か
っ
た
が
、
牧
田

の
岳
父
で
も
あ
る
団

�磨
は
、
す
で
に
構
想
を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
推
進
を
強
力
に
支
援
し
た
（
団
は
、
す
で
に
三
井
合
名
会
社
に
移
っ
て

い
た
）
。
こ
う
し
た
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
構
想
が
、
い
つ
頃
か
ら
団
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
の
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
先
に
触
れ
た
、
明
治
四

三
年
春
か
ら
の
、
三
井
八
郎
右
衛
門
高
棟
一
行
の
欧
米
諸
国
視
察
旅
行
の
時
に
は
、
明
確
な
目
標
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
て
良
か

ろ
う
。

こ
の
欧
米
視
察
は
、
同
年
四
月
か
ら
十
一
月
ま
で
七
ヵ
月
に
及
ぶ
長
期
旅
行
で
あ
っ
た
。
そ
の
詳
細
な
日
程
と
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、

各
地
で
の
行
動
と
調
査
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
団
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ー
デ
ィ
フ
炭
鉱
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
亜
鉛
工
場
の
視
察
プ
ラ
ン
を

日
程
に
く
み
こ
ん
で
い
る
。
一
行
は
、
六
月
末
か
ら
約
二
ヶ
月
イ
ギ
リ
ス
に
滞
在
し
た
が
、
そ
の
間
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
に
も
赴
い
て
カ
ー
デ
ィ

フ
を
訪
問
し
た
。
こ
の
と
き
途
中
で
バ
ー
コ
ー
ト
に
た
ち
寄
り
、
パ
ウ
エ
ル
・
ダ
フ
リ
ン
・
ス
チ
ー
ム
コ
ー
ル
と
い
う
化
学
工
業
兼
営
炭
鉱

会
社
を
視
察
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
で
は
コ
ー
ク
ス
を
二
週
間
で
千
ト
ン
ほ
ど
製
造
し
、
発
生
す
る
ガ
ス
の
六
割
を
ガ
ス
・
エ
ン
ジ
ン
に
供

給
し
、
副
産
物
の
タ
ー
ル
か
ら
ピ
ッ
チ
、
硫
酸
、
ア
ン
モ
ニ
ア
を
製
造
し
て
、
高
い
収
益
を
あ
げ
て
い
た
と
い
う
。
団
は
、
こ
こ
で
パ
ウ
エ

ル
社
の
製
品
の
コ
ス
ト
や
労
賃
の
詳
細
を
記
録
し
て
い
る
。

つ
い
で
一
行
が
訪
れ
た
カ
ー
デ
ィ
フ
港
は
、
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
豊
富
な
資
源
を
背
景
に
、
四
つ
の
ド
ッ
ク
と
大
型
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
積
込
機

を
備
え
急

速
に
発
展
し
て
お
り
、
明
治
四
〇
年
（
一

九
〇
七
）
の
石
炭

輸
出
量
は
約
一
七
三
七
万
ト
ン
に
達
し
て
い
た
。
カ
ー
デ
ィ
フ
炭
は

西
洋
諸
国
を
は

じ
め
、
東
南
ア
ジ
ア
ま
で
も
輸
出
さ
れ
、
東
洋
の
市
場
で
三
池
炭
と
競
合
す
る
関
係
に
も
あ
っ
た
。
こ
の
折
、
団
は
、

手
許

の
時

計
を

使
っ
て
、
一
定
量
の
石
炭
を
炭

車
か
ら

船
倉
ま
で
運

搬
す
る
に
要
す
る
時
間
を
は
か
り
、
カ
ー
デ
ィ
フ
で
は
三
分
十
秒
で
、
三
池

団�磨と大牟田石炭コンビナートの構想（由井）
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港
の
七
十
秒
よ
り
も
「
遅
緩
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
（
１
）。
三
井
家
当
主
の
前
で
大
い
に
面
目
を
ほ
ど
こ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

欧
米
視
察
旅
行
か
ら
帰
国
し
た
団
は
、
大
牟
田
に
お
け
る
石
炭
化
学
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
担
う
各
工
場
の
建
設
に
、
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
だ
し
た
。

亜
鉛
か
ら
ハ
イ
テ
ク
素
材
へ

今
日
、
大
牟
田
で
は
、
亜
鉛
地
金
は
生
産
さ
れ
て
い
な
い
。
昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
）
に
、
三
井
金
属
三
池
製
錬
所
の
竪
型
蒸
留
工
場

が
操
業
を
停
止
し
、
七
二
年
間
に
わ
た
る
大
牟
田
で
の
亜
鉛
地
金
生
産
は
終
了
し
た
。
世
界
的
な
競
争
激
化
と
、
急
激
な
円
高
の
進
行
に
、

打
ち
勝
つ
こ
と
は
困
難
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
井
金
属
の
大
牟
田
で
の
事
業
が
終
焉
を
迎
え
た
訳
で
は
な
い
。
現
在
三
井

金
属
は
、
大
牟
田
地
区
で
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
事
業
部
」「
レ
ア
メ
タ
ル
・
機
能
粉
事
業
部
」「
薄
膜
材
料
事
業
部
」
を
展
開
し
、
三
池
製
錬
株

式
会
社
や
日
本
イ
ッ
ト
リ
ウ
ム
株
式
会
社
な
ど
六
つ
の
関
係
会
社
を
運
営
し
て
い
る
。
我
々
に
直
接
に
は
、
な
じ
み
の
な
い
分
野
で
あ
る
が
、

ア
ル
ミ
製
品
や
液
晶
パ
ネ
ル
な
ど
を
製
造
す
る
に
あ
た
っ
て
欠
く
こ
と
の
出
来
な
い
素
材
や
機
器
を
供
給
し
、
世
界
的
に
も
高
い
シ
ェ
ア
を

獲
得
し
て
い
る
。

大
牟
田
の
地
で
は
、
平
成
九
年
（
一
九
九
七
）
に
三
池
炭
鉱
が
閉
山
し
た
。
し
か
し
、
大
牟
田
の
街
は
廃
れ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
、
も

ち
ろ
ん
、
大
牟
田
の
人
々
の
並
々
な
ら
ぬ
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
三
井
金
属
の
事
例
か
ら
伺
え
る
よ
う
に
、
自
分
た
ち
が
蓄
積
し
て
き
た
技

術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
、
い
か
に
す
れ
ば
生
か
せ
る
か
を
徹
底
的
に
突
き
詰
め
た
成
果
で
あ
る
が
、
そ
う
し
た
努
力
を
可
能
と
す
る
歴
史
的
な
基

盤
に
、
一
〇
〇
年
以
上
前
の
団
た
ち
の
構
想
に
よ
っ
て
実
現
し
た
、
大
牟
田
地
域
の
産
業
イ
ン
フ
ラ
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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団

�磨
、
一
〇
〇
年
を
見
通
す
構
想

御
承
知
の
よ
う
に
団

�磨
は
、
幕
末
の
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）
に
福
岡
藩
士
の
家
に
生
ま
れ
、
明
治
初
年
の
岩
倉
視
察
団
の
欧
米
視
察

の
一
行
に
、
藩
の
給
費
生
と
し
て
同
行
し
て
渡
米
、
創
立
早
々
の
ボ
ス
ト
ン
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
で
鉱
山
学
を
学

び
、
二
十
才
で
卒
業
し
た
。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
師
事
し
た
Ｒ
・
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
教
授
（
の
ち
学
長
）
に
そ
の
能
力
を
見
込
ま
れ
、
同
教
授
と
は
晩

年
ま
で
昵
懇
で
あ
っ
た
。

ず
っ
と
後
の
こ
と
に
な
る
が
、
団

�磨
は
、
大
正
十
一
年
（
一
九
二
二
）
に
三
十
名
を
こ
え
る
実
業
家
の
親
善
訪
問
団
を
組
織
し
て
欧
米

視
察
を
実
現
し
、
第
一
次
大
戦
後
の
国
際
関
係
の
新
時
代
に
日
本
の
財
界
と
し
て
の
対
応
を
試
み
た
。
そ
の
折
に
、
ア
メ
リ
カ
で
は
Ｍ
Ｉ
Ｔ

と
マ
サ
チ
ュ
セ
ッ
ツ
州
が
共
同
で
歓
迎
し
、
Ｍ
Ｉ
Ｔ
で
は
教
員
・
学
生
全
員
出
席
の
コ
ン
ボ
ケ
ー
シ
ョ
ン
（
祝
賀
会
）
が
開
催
さ
れ
た
。
団

�磨
団
長
は
「
工
業
技
術
の
精
神
（
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
ス
ピ
リ
ッ
ト
）
」
を
主
旨
と
す
る
講
演
を
し
て
い
る
。
当
時
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
は
、
基
礎

的
な
学
問
で
な
く
応
用
的
な
技
術
と
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
論
じ
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
団
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ィ
こ
そ
二

十
世
紀
の
進
歩
を
担
う
、
人
類
普
遍
的
な
存
在
で
、
不
撓
不
屈
の
精
神
に
よ
っ
て
こ
そ
実
現
す
る
、
と
論
じ
て
万
場
の
喝
采
を
呼
ん
だ
と
い

わ
れ
る
（
２
）。
Ｍ
Ｉ
Ｔ
は
こ
の
頃
か
ら
、
日
本
を
は
じ
め
東
洋
か
ら
の
留
学
生
の
受
け
入
れ
に
積
極
的
に
な
る
が
、
団

�磨
が
そ
の
先
鞭
を
つ
け

た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
団
の
恩
師
、
Ｒ
・
Ｈ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
教
授
は
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
、
万
国
工
業
会
議
（
副
会
長
団

�

磨
）
が
、
東
京
の
工
業

�楽
部
で
開
催
さ
れ
た
折
に
、
八
十
五
才
の
高
齢
に
拘
ら
ず
来
日
し
、
会
議
に
出
席
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
団

�磨

に
伴
わ
れ
て
大
牟
田
を
訪
問
し
、
石

炭
コ
ー
ク
ス
・
金

属
・
化
学
の
コ
ン
ビ

ナ
ー
ト
を
見
学
し
て
い
る
（

３
）。

さ
て
、

話
を

戻
す
と
、
団

�磨
は
、

帰
国
後
、
東
京

帝
国
大
学
な

ど
の
教

職
を

へ
て
、
官
営
時
代
の
三
池
炭
鉱
に

赴
任
し
、
明
治
二
二
年

団�磨と大牟田石炭コンビナートの構想（由井）
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の
払
下
げ
と
と
も
に
三
井
に
移
り
、
事
務
長
（
の
ち
三
井
鉱
山
専
務
理
事
）
と
な
り
、
三
井
鉱
山
発
展
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
た
。
三
池
に
着

任
し
て
間
も
な
く
、
大
量
の
湧
水
で
開
発
が
す
す
ま
な
い
勝
立
坑
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
デ
ー
ヴ
ィ
ポ
ン
プ
を
導
入
し
て
、
そ
の
開
発
に
成
功
し

た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
超
大
型
ポ
ン
プ
の
日
本
で
の
実
用
化
成
功
は
、
欧
米
諸
国
に
も
知
ら
れ
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
三
池
炭
鉱
で
は
、

坑
内
外
の
機
械
化
が
す
す
め
ら
れ
、
電
灯
照
明
と
電
動
力
の
採
用
も
、
早
々
に
行
わ
れ
た
。

つ
い
で
明
治
三
五
年
（
一
九
〇
二
）
か
ら
三
池
港
の
建
設
、
近
代
的
大
型
ド
ッ
ク
の
建
設
工
事
が
着
手
さ
れ
る
。
こ
の
大
事
業
に
つ
い
て

は
、
同
年
四
月
の
三
井
物
産
支
店
長
会
議
で
も
大
い
に
議
論
さ
れ
て
い
る
（
４
）。
三
井
物
産
支
店
長
会
議
は
、
総
合
商
社
へ
と
発
展
し
つ
つ
あ
っ

た
三
井
物
産
が
、
国
内
外
の
支
店
長
と
各
部
門
の
担
当
者
を
本
社
に
集
め
、
情
報
を
集
約
し
、
経
営
課
題
を
論
ず
る
会
議
で
あ
っ
た
。
そ
の

席
に
は
、
三
井
物
産
に
と
っ
て
最
重
要
商
品
で
あ
っ
た
石
炭
を
生
産
す
る
三
井
鉱
山
の
首
脳
も
出
席
し
て
お
り
、
三
井
に
と
っ
て
の
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
経
営
会
議
と
も
言
え
る
も
の
で
あ
り
、
三
井
の
諸
事
業
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
た
。
当
時
の
三
井
鉱
山
は
、
政
府
へ
の
三
池
炭
鉱

払
下
げ
代
金
年
賦
支
払
が
済
み
つ
つ
あ
っ
た
と
こ
ろ
と
は
い
え
、
新
た
な
大
型
投
資
（
約
四
〇
〇
万
円
）
に
は
、
三
井
内
部
で
慎
重
な
意
見

も
多
か
っ
た
。
こ
の
時
の
三
井
物
産
支
店
長
会
議
で
、
団

�磨
は
、
大
勢
の
労
働
者
と
多
数
の
艀
に
よ
る
石
炭
の
運
搬
は
、
将
来
的
に
み
て

維
持
し
が
た
い
こ
と
を
明
快
に
説
明
し
、
一
同
を
納
得
さ
せ
て
い
る
。

こ
の
築
港
計
画
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
熊
本
県
知
事
が
誘
致
を
働
き
か
け
て
い
た
も
の
の
、
団
は
大
牟
田
で
の
建
設
方
針
を
譲
ら
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
は
す
で
に
三
池
一
帯
の
三
井
に
よ
る
総
合
的
開
発
の
グ
ラ
ン
ド
・
デ
ザ
イ
ン
が
念
頭
に
あ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

三
池
港
の
建
設
に
関
し
て
、
後
に
団
は
、
三
池
の
石
炭
も
い
つ
か
は
枯
渇
す
る
、
港
を
作
っ
て
お
け
ば
、
そ
れ
が
枯
渇
し
た
時
に
、
港
か

ら
石
炭
を
運
び
込
む
こ
と
も
で
き
る
の
だ
と
語
っ
て
い
る
。
三
池
港
の
関
係
者
に
よ
る
と
、
現
在
三
池
港
で
は
、
石
炭
火
力
発
電
用
の
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
炭
が
輸
入
陸

揚
げ
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
団
の
先
見
の
明
に
、

感
心
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
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高
所
か
ら
見
る
人

私
は
経
済
史
、
経
営
史
の
研
究
者
の
一
人
と
し
て
若
い
頃
か
ら
団

�磨
の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ぬ
興
味
を
持
っ
て
い
た
。
団

は
、
三
井
鉱
山
の
開
発
で
見
事
な
成
功
を
お
さ
め
た
戦
前
日
本
で
は
稀
な
世
界
的
に
傑
出
し
た
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
卓

越
し
た
経
営
者
と
し
て
の
才
能
を
発
揮
し
、
三
井
合
名
会
社
理
事
長
と
な
り
、
さ
ら
に
日
本
工
業

�楽
部
の
初
代
理
事
長
も
つ
と
め
、
大
正

時
代
か
ら
昭
和
初
年
ま
で
の
、
日
本
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
タ
イ
プ
の
企
業
家
は
、
空
前
に
し
て
お
そ
ら
く
絶
後
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
十
年
ほ
ど
前
に
三
井
文
庫
の
文
庫
長
（
当
時
の
名
称
は
館
長
）
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
時
に
、
早
速
生
前
の
団

�磨
の

姿
を
知
っ
て
お
ら
れ
る
、
お
孫
さ
ん
の
団
伊
玖
磨
さ
ん
に
お
目
に
か
か
り
、
祖
父
・

�磨
さ
ん
に
つ
い
て
の
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
今
か
ら

考
え
る
と
こ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
非
常
に
貴
重
な
回
顧
談
と
な
っ
た
（
５
）。
こ
の
と
き
伊
玖
磨
さ
ん
は
、
祖
父
の
後
半
生
は
三
井
財
閥
の
ト
ッ
プ

に
な
り
財
界
人
と
し
て
も
活
躍
し
た
が
、
し
か
し
孫
の
自
分
に
は
、
そ
れ
程
幸
福
そ
う
に
は
見
え
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
困
難
や

苦
労
が
多
か
っ
た
に
せ
よ
、
三
池
で
送
っ
た
前
半
生
の
方
が
充
実
し
て
、
幸
わ
せ
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
し
み
じ
み
回
顧
し
て
お
ら
れ

た
。
そ
れ
を
伺
っ
て
、
私
は
、
工
業

�楽
部
の
会
館
を
作
る
と
き
に
、
工
業

�楽
部
の
理
事
長
で
あ
っ
た
団

�磨
が
、
玄
関
の
上
の
飾
り
に
、

鉱
夫
と
織
姫
の
労
働
者
像
を
飾
ら
せ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
団

�磨
に
と
っ
て
、
原
点
で
あ
り
、
何
よ
り
も
大
切
な
も
の
と
し
て
、
三
池

の
炭
鉱
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
労
働
者
像
は
、
工
業

�楽
部
改
築
後
の
今
も
、
以
前
と
変
わ
ら
ず
玄
関
上
に
あ
り
、
日
本
的
経
営
の

象
徴
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

ち
な
み
に
団
伊
玖
磨
さ
ん
は
、
芸
術
院
会
員
で
文
化
功
労
者
に
叙
せ
ら
れ
た
大
音
楽
家
で
あ
る
。
氏
が
作
曲
し
た
「
夕
鶴
」
は
い
ま
も
日

団�磨と大牟田石炭コンビナートの構想（由井）
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本
人
作
曲
の
代
表
的
オ
ペ
ラ
で
あ
る
し
、
交
響
曲
も
六
作
あ
る
。「
ぞ
う
さ
ん
」「
や
ぎ
さ
ん
ゆ
う
び
ん
」
な
ど
の
童
謡
も
手
が
け
て
い
る
。

ま
た
『
パ
イ
プ
の
け
む
り
』
な
ど
の
秀
逸
な
エ
ッ
セ
イ
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。
私
が
お
話
を
伺
っ
た
時
、
象
の
童
謡
は
世
界
で
い
く
つ
も
あ

る
が
、
中
国
は
じ
め
ア
ジ
ア
諸
国
の
動
物
園
で
は
、
ど
こ
で
も
自
分
の
曲
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
に
流
れ
て
い
る
と
笑
っ
て
お
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
伊
玖
磨
さ
ん
と
は
、
二
〇
〇
八
年
に
大
牟
田
で
開
か
れ
た
三
池
築
港
百
年
記
念
の
祝
典
で
も
ご
一
緒
し
た
。
伊
玖
磨
さ
ん
は
、

祖
父
・

�磨
の
晩
年
の
生
活
の
想
い
出
を
中
心
に
、
公
会
堂
の
壇
上
で
ス
ピ
ー
チ
を
さ
れ
た
。
し
か
し
残
念
な
こ
と
に
、
そ
の
直
後
に
、
日

本
中
国
文
化
交
流
協
会
主
催
の
親
善
旅
行
で
中
国
滞
在
中
に
心
不
全
を
起
こ
し
、
江
蘇
省
蘇
州
市
で
急
逝
さ
れ
た
。

伊
玖
磨
さ
ん
に
伺
っ
た
こ
と
の
一
つ
に
、
団

�磨
さ
ん
は
、
子
供
の
頃
か
ら
庭
の
木
登
り
が
大
好
き
だ
っ
た
と
い
う
お
話
が
あ
っ
た
（
６
）。
団

�磨
さ
ん
が
、
し
ば
し
ば
建
造
中
の
勝
立
坑
の
大
型
煙
突
に
よ
じ
登
り
、
そ
の
頂
上
の
縁
を
身
軽
に
歩
く
た
め
、
つ
き
従
っ
た
人
び
と
が
大

変
に
困
っ
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
７
）。
私
は
、
伊
玖
磨
さ
ん
の
お
話
を
伺
い
、
な
る
ほ
ど
と
思
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

戊
辰
の
戦
争
の
時
、
長
州
の
司
令
官
・
大
村
益
次
郎
は
、
長
い
梯
子
を
携
帯
し
、
戦
場
で
家
の
屋
根
の
上
に
登
っ
て
高
い
処
か
ら
効
果
的

に
兵
隊
を
指
揮
し
た
と
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
。
団

�磨
に
と
っ
て
、
勝
立
の
煙
突
こ
そ
大
牟
田
一
帯
を
眺
め
て
将
来
計
画
を
考
え
る
の
に
格

好
の
場
所
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
大
牟
田
の
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
形
成
も
、
勝
立
の
煙
突
の
上
で
、
団

�磨
の
脳
裏
に
浮
か
ん
だ
の
で
は
な
い

か
。
私
に
は
、
大
牟
田
の
あ
る
い
は
日
本
経
済
の
発
展
の
道
筋
が
、
団

�磨
に
は
高
所
か
ら
見
通
せ
て
い
た
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
の
で

あ
る
。

（

1）
こ
の
時
の
洋
行
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
『
外
遊
記
』（
明
治
四
四
年
三
月
、
非
売
品
、
三
井
文
庫
蔵
）
が
あ
る
。
執
筆
者
は
、
視
察
に
同
行
し

た
秘
書
役
の
桜
井
信
四
郎
と
推
定
さ
れ
る
。

（

2）
団

�磨
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
訪
問
に
つ
い
て
は
、
『
男
爵
団

�磨
伝
』
上
巻
（
男
爵
団

�磨
伝
記
編
纂
委
員
会
、
昭
和
十
三
年
）
四
七
四
～
四
八
一
頁
。
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（

3）
前
掲
『
男
爵
団

�磨
伝
』
下
巻
、
二
二
七
～
八
頁
。

（
4）

団

�磨
の
年
間
百
万
ト
ン
出
炭
予
想
に
応
ず
る
築
港
建
設
案
に
つ
い
て
は
、
三
井
物
産
「
支
店
長
諮
問
会
々
議
録
」
（
明
治
三
五
年
四
月
）

の
冒
頭
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
（
甲
二
～
甲
八
）。

（

5）
「
団
伊
玖
磨
氏
談
話
記
録
『
回
想
・
祖
父
団

�磨
の
こ
と
な
ど
』」『

三
井
文
庫
論
叢
』
三
五
号
、
二
〇
〇
一
年
。

（

6）
筆
者
の
団
伊
玖
磨
氏
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
に
よ
る
。
大
正
十
一
年
の
日
本
の
実
業
団
欧
米
視
察
の
際
も
、
健
康
上
の
理
由
で
一
週
間
遅

れ
て
離
日
し
た
団

�磨
は
し
ば
し
ば
マ
ス
ト
の
上
方
に
登
り
、
周
囲
の
人
々
を
困
惑
さ
せ
た
と
の
事
で
あ
る
（
前
掲
「
団
伊
玖
磨
氏
談
話
記
録

『
回
想
・
祖
父
団

�磨
の
こ
と
な
ど
』
」
一
五
一
頁
）。

（

7）
前
掲
『
男
爵
団

�磨
伝
』
上
巻
、
二
一
七
頁
。

団�磨と大牟田石炭コンビナートの構想（由井）
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